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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリクス形態に配置された複数の画素電極及び前記画素電極と電気的に接続された複
数の薄膜トランジスタを具備し、前記複数の画素電極は、それぞれ下部電極と、前記下部
電極から第１方向に所定距離をおいて位置し、上部メイン本体部及び前記上部メイン本体
部の前記第１方向と垂直である第２方向の両端に形成されて電場の方向を制御する上部電
場制御部を含む上部電極と、前記下部電極と前記上部電極を電気的に接続する接続部とを
含む第１基板と、
　前記第１基板に対向して位置し、前記画素電極との間に電場を形成する共通電極と、前
記共通電極の前記下部電極に対応する位置に前記第１方向に沿って形成された下部ドメイ
ン分割部と、前記共通電極の前記上部電極と対応する位置に前記第２方向に沿って形成さ
れた上部ドメイン分割部とを含む第２基板と、
　前記第１基板及び前記第２基板の間に介在された液晶で構成された液晶層と、を含み、
　前記上部電場制御部は、前記上部ドメイン分割部を中心として対称形状を有し、
　前記上部ドメイン分割部は、前記上部電極の中心を通って前記第２方向に沿って形成さ
れ、
　前記上部電場制御部は、前記上部メイン本体部の両端から前記第２方向に沿って拡張さ
れることによってなる、実質的に二等辺三角形の平面形状を有し、かつ、前記上部ドメイ
ン分割部を中心として対称形状を有し、
　前記上部電場制御部は、前記上部ドメイン分割部の両側の端部と重なっていることを特
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徴とする表示パネル。
【請求項２】
　前記下部電極は、下部メイン本体部及び前記下部メイン本体部の前記第１方向の両端に
形成され、電場の方向を制御する下部電場制御部を含み、
　前記下部電場制御部は、前記下部メイン本体部の両端から前記第１方向に沿って拡張さ
れることによってなり、前記下部ドメイン分割部を中心として対称形状を有することを特
徴とする請求項１に記載の表示パネル。
【請求項３】
　前記下部ドメイン分割部は、前記下部電極の中心を通って前記第１方向に沿って形成さ
れることを特徴とする請求項２に記載の表示パネル。
【請求項４】
　前記下部電場制御部は、実質的に二等辺三角形の平面形状を有することを特徴とする請
求項２または３に記載の表示パネル。
【請求項５】
　前記下部電場制御部は、実質的に台形の平面形状を有することを特徴とする請求項２ま
たは３に記載の表示パネル。
【請求項６】
　前記下部電場制御部は、実質的に半楕円の平面形状を有することを特徴とする請求項２
または３に記載の表示パネル。
【請求項７】
　前記上部メイン本体部及び前記下部メイン本体部は、それぞれ実質的に長方形の平面形
状を有することを特徴とする請求項２～６のいずれか１項に記載の表示パネル。
【請求項８】
　前記上部メイン本体部及び前記下部メイン本体部は、それぞれ前記長方形の角が除去さ
れ、前記第１方向に対して所定の角度を有して形成された角切開部が形成されることを特
徴とする請求項７に記載の表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示パネルに係り、より詳細には画像の表示品質を向上させた表示パネルに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ）は、液晶の光透過率
を用いて画像を表示する液晶表示パネル（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａ
ｙ　ｐａｎｅｌ）、液晶表示パネルの下部に配置され、液晶表示パネルに光を提供するバ
ックライトアセンブリ（ｂａｃｋ－ｌｉｇｈｔ　ａｓｓｅｍｂｌｙ）を含む。
【０００３】
　また、液晶表示装置は一般的に液晶表示パネルの上部に配置された上部偏光板及び液晶
表示パネルの下部に配置された下部偏光板をさらに含み、上部偏光板の偏光軸（以下、「
上部偏光軸」という。）と下部偏光板の偏光軸（以下、「下部偏光軸」という。）の方向
は相互に垂直に交差する。
【０００４】
　液晶表示装置のうち、液晶表示パネルは、薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔ
ｒａｎｓｉｓｔｏｒ）及び画素電極を有する第１基板、カラーフィルタ及び共通電極を有
する第２基板、及び第１基板と第２基板との間に介在する液晶で構成された液晶層を含む
。
【０００５】
　画素電極は、第１基板上に複数個がマトリクス形態に形成され、一般的に長方形の平面
形状を有する。一方、共通電極は第２基板上に形成される。
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【０００６】
　液晶表示パネルの動作モードには、ＴＮ（ｔｗｉｓｔ　ｎｅｍａｔｉｃ　ｍｏｄｅ）モ
ード、ＩＰＳ（ｉｎ　ｐｌａｎ　ｓｗｉｔｃｈ）モード、ＶＡ（ｖｅｒｔｉｃａｌ　ａｌ
ｉｇｎｍｅｎｔ）モードなどがある。このような動作モードのうち、ＶＡモードを採用し
た液晶表示パネルは、液晶の応答速度が速いという長所を有しているので、最近広く用い
られている。
【０００７】
　さらに、最近は、視野角特性の向上されたＶＡモードとして、複数のドメインを有する
ＰＶＡ（Ｐａｔｔｅｒｎｅｄ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モード及びＭＶ
Ａ（ｍｕｌｔｉ－ｄｏｍａｉｎ　ｖｅｒｔｉｃａｌ　ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モードなどが
開発されつつある。ドメインは、一般的に長方形の形状を有する画素電極の一辺に対して
垂直または水平方向に沿って形成され、上部偏光軸及び下部偏光軸に対して４５°の角度
に傾くように形成することができる。
【０００８】
　ここで、ドメインが画素電極の一辺に対して垂直または水平方向に沿って形成される場
合、ドメイン内の液晶の多くは、画素電極及び共通電極の間に形成された電場によってド
メインの形成方向に対して垂直方向に配列される。しかし、ドメイン内の液晶のうち、ド
メインの両端に沿って位置した液晶は上部及び下部偏光板の偏光軸のいずれか一方に平行
に配置される。
【０００９】
　このように、ドメイン内の液晶の一部が上部偏光軸及び下部偏光板の偏光軸のいずれか
一方と平行に配置される場合、液晶表示装置は単位画素の一部で光が透過されない暗部が
発生され、その結果、画像の表示品質が低下するおそれがある。
【特許文献１】特表２００４－５３３６５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、このような問題を解決するためのものであって、本発明の目的は、液晶が上
部及び下部偏光板の偏光軸のいずれか一方と平行に配置されることを防止することによっ
て、画像の表示品質を向上させた表示パネルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の目的を達成するための一実施形態による表示パネルは第１基板、第２基板、及
び液晶層を含む。
【００１２】
　第１基板は、マトリクス形態に形成された複数の画素電極、及び前記画素電極と電気的
に接続された複数の薄膜トランジスタを含む。前記画素電極は、それぞれ下部電極と、前
記下部電極から第１方向に所定距離をおいて位置した上部電極と、前記下部電極と前記上
部電極とを電気的に接続する接続部を含む。
【００１３】
　前記第２基板は、前記第１基板と対向して位置し、前記画素電極との間に電場を形成す
る共通電極と、前記共通電極の前記下部電極に対応する位置に前記第１方向に沿って形成
された下部ドメイン分割部と、前記共通電極の前記上部電極と対応する位置に前記第１方
向と垂直する第２方向に沿って形成された上部ドメイン分割部を含む。ここで、前記下部
ドメイン分割部及び前記上部ドメイン分割部は、前記共通電極の一部がエッチングされて
形成された開口部であるか、あるいは前記共通電極の一部上に形成された突起部であって
もよい。
【００１４】
　前記液晶層は、前記第１及び第２基板の間に介在された液晶により構成される。前記上
部電極は、上部メイン本体部及び前記上部メイン本体部の前記第２方向の両端に形成され
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、電場の方向を制御する上部電場制御部を含み、前記上部電場制御部は、前記上部メイン
本体部の両端から前記第２方向に沿って外則に拡張され、前記上部ドメイン分割部を中心
として対称となる形状を有する。しかし、これと異なり、前記上部電場制御部は、前記上
部メイン本体部の両端から前記第２方向に沿って内側に凹んだ形状を有することができる
。
【００１５】
　前記下部電極は、下部メイン本体部、及び前記下部メイン本体部の前記第１方向の両端
に形成され、電場の方向を制御する下部電場制御部を含んでもよい。ここで、前記下部電
場制御部は、前記下部メイン本体部の両端から前記第１方向に沿って外側に拡張され、前
記下部ドメイン分割部を中心として対称形状を有する。しかし、これと異なり、前記下部
電場制御部は、前記下部メイン部の両端から前記第１方向に沿って内側に凹んだ形状を有
することができる。
【００１６】
　本発明によると、メイン本体部の両端に形成された電場制御部が両端に形成される電場
の方向を制御することによって、液晶が上部及び下部偏光板の偏光軸のいずれと平行に配
置されることを防止するため、単位画素の一部で暗部が発生することを防止することがで
き、その結果、その結果画像の表示品質をより向上することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によると、電場制御部がメイン本体部の両端に形成され前記両端に形成される電
場の方向を制御することにより、液晶が上部及び下部偏光板の偏光軸のいずれと平行に配
列されることを防止することができ、それによって単位画素の一部で暗部が発生すること
を抑制して画像の表示品質をより向上させることができる。
【００１８】
　以上、本発明の実施形態によって詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発
明が属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の精神および思想の
範囲内において、本発明を修正または変更できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して、本発明の望ましい実施形態についてより詳細に説明する。
＜第１実施形態＞
　図１は、本発明の第１実施例による表示パネルの単位画素を示した平面図であり、図２
は、図１のＩ－Ｉ’に沿って切断した断面図であり、図３は、図１のＩＩ－ＩＩ’に沿っ
て切断した断面図である。
【００２０】
　図１～図３を参照すると、本発明の第１実施形態に係る表示パネルは、第１基板１００
、第２基板２００、及び液晶層３００を含む。
【００２１】
　第１基板１００は、第１透明基板１１０、ゲート配線（ＧＬ）、データ配線（ＤＬ）、
ストレージ配線（ＳＬ）、ゲート絶縁膜１２０、薄膜トランジスタ１３０、保護膜１４０
、有機絶縁膜１５０、画素電極１６０を含む。
【００２２】
　第１透明基板１１０は板状の形状を有し、透明物質からなる。第１透明基板１１０は、
例えば、ガラス（Ｇｌａｓｓ）、石英（Ｑｕａｒｔｚ）、サファイア、または透明の合成
樹脂により構成されうる。
【００２３】
　データ配線（ＤＬ）及びゲート配線（ＧＬ）は、相互に垂直に交差するように形成され
る。具体的には、データ配線（ＤＬ）は、第１方向に伸びて形成され、それぞれ並列とな
るように形成される。一方、ゲート配線（ＧＬ）は、データ配線（ＤＬ）と交差するよう
に、第１方向と垂直である第２方向に伸びて形成され、それぞれ並列となるように形成さ
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れる。このように、ゲート配線（ＧＬ）及びデータ配線（ＤＬ）が相互に交差するように
形成されることによって、複数の単位画素が定義される。各単位画素内には薄膜トランジ
スタ１３０及び画素電極１６０が形成される。
【００２４】
　ゲート配線（ＧＬ）は第１透明基板１１０上に形成される。また、ストレージ配線（Ｓ
Ｌ）も第１透明基板１１０上に形成される。ストレージ配線（ＳＬ）は、第２方向に沿っ
て形成され、各単位画素内では一例としてＨ字形状を有するように形成される。
【００２５】
　ゲート絶縁膜１２０は、ゲート配線（ＧＬ）及びストレージ配線（ＳＬ）を覆うように
第１透明基板１１０上に形成される。一方、データ配線（ＤＬ）は、ゲート絶縁膜１２０
上に形成され、ゲート配線（ＧＬ）と電気的に絶縁される。
【００２６】
　薄膜トランジスタ１３０は、ゲート電極（Ｇ）、ソース電極（Ｓ）、ドレイン電極（Ｄ
）、アクティブ層（Ａ）、及びオーミックコンタクト層（Ｏ）を含む。
【００２７】
　ゲート電極（Ｇ）は、ゲート配線（ＧＬ）が第１方向、すなわちゲート配線に対して垂
直方向に拡張することによりなり、長方形の平面形状を有しうる。
【００２８】
　ゲート電極（Ｇ）の上部にはアクティブ層（Ａ）が形成される。すなわち、アクティブ
層（Ａ）は、ゲート電極（Ｇ）を覆うようにゲート絶縁膜１２０上に形成される。アクテ
ィブ層（Ａ）は、半導体物質からなり、例としてアモルファスシリコン（ａ－Ｓｉ）によ
り構成されうる。
【００２９】
　ソース電極（Ｓ）は、データ配線（ＤＬ）から第２方向に分岐されることによりなり、
アクティブ層（Ａ）と重なって形成される。一方、ドレイン電極（Ｄ）はソース電極（Ｓ
）に対して第１方向に所定距離離されて形成され、第１方向に伸びた形状を有する。ここ
で、ドレイン電極（Ｄ）の一部はアクティブ層（Ａ）と重なる。
【００３０】
　一方、アクティブ層（Ａ）とソース電極（Ｓ）との間、及びアクティブ層（Ａ）とドレ
イン電極（Ｄ）との間にはオーミックコンタクト層（Ｏ）が形成される。オーミックコン
タクト層（Ｏ）は、例として、高密度イオンドーピングアモルファスシリコン（ｎ＋ａ－
Ｓｉ）で構成されうる。オーミックコンタクト層は、アクティブ層（Ａ）とソース電極（
Ｓ）との間、及びアクティブ層（Ａ）とドレイン電極（Ｄ）との間の接触抵抗を減少させ
る。
【００３１】
　保護膜１４０は、薄膜トランジスタ１３０を覆うようにゲート絶縁膜１２０上に形成さ
れる。その結果、保護膜１４０は薄膜トランジスタ１３０を外部の物理的または化学的影
響から保護する。有機絶縁膜１５０は、保護膜１４０の全面に形成され、表面を平坦化さ
せる。また、ドレイン電極（Ｄ）の一部領域の上部にはコンタクトホール１５２が形成さ
れる。コンタクトホール１５２は、保護膜１４０及び有機絶縁膜１５０の一部がエッチン
グにより開口されることによって形成されうる。
【００３２】
　画素電極１６０は、各単位画素内の有機絶縁膜１５０上に形成される。画素電極１６０
は、コンタクトホール１５２を通じてドレイン電極（Ｄ）と電気的に接続される。画素電
極１６０は、透明な導電性物質からなり、例として、インジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）、
インジウム亜鉛酸化物（ＩＺＯ）、アモルファスインジウムスズ酸化物（ａ－ＩＴＯ）か
らなる。画素電極１６０についての詳細な説明は後述する。
【００３３】
　第２基板２００は、第２透明基板２１０、遮光膜２２０、カラーフィルタ２３０、平坦
化膜２４０、及び共通電極２５０を含む。
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【００３４】
　第２透明基板２１０は、第１透明基板１１０と同様に板状の形状を有し、透明な物質か
らなる。
【００３５】
　遮光膜２２０は、第１透明基板１１０と対向して第２透明基板２１０の一部の上に形成
され、光の通路を遮断する。ここで、遮光膜２２０は、ゲート配線（ＧＬ）、データ配線
（ＤＬ）、及び薄膜トランジスタ１３０と対応する位置に形成されることが望ましい。
【００３６】
　カラーフィルタ２３０は、遮光膜２２０を覆うように第２透明基板２１０上に形成され
る。カラーフィルタ２３０は、単位画素内に形成された画素電極１６０と対応する位置に
形成される。カラーフィルタ２３０は、例として、赤色カラーフィルタ、緑色カラーフィ
ルタ、及び青色カラーフィルタにより構成されうる。
【００３７】
　平坦化膜２４０は、カラーフィルタ２３０上に形成され表面を平坦化させる。平坦化膜
２４０は、透明かつ絶縁性である有機物質からなることが望ましい。
【００３８】
　共通電極２５０は、平坦化膜２４０上に形成される。共通電極２５０は画素電極１６０
と同様に透明な導電性物質からなる。共通電極２５０についての詳細な説明は後述する。
【００３９】
　液晶層３００は、第１基板１００及び第２基板２００の間に介在された液晶からなる。
液晶層３００の液晶は画素電極１６０及び共通電極２５０の間に形成された電場によって
再配列される。このように再配列された液晶層３００は外部から印加された光の光透過率
を調節して画像を表示する。
【００４０】
　図４は、図１の単位画素のうち、画素電極のみを示した平面図である。
【００４１】
　図４を参照すると、本実施形態による画素電極１６０は、下部電極１６２、上部電極１
６４、及び接続部１６６を含む。
【００４２】
　下部電極１６２は、ゲート配線（ＧＬ）から第１方向に所定距離離して形成される。下
部電極１６２は、コンタクトホール１５２を通じて薄膜トランジスタ１３０のドレイン電
極と電気的に接続される。下部電極１６２は、長方形の平面形状を有することが望ましい
。
【００４３】
　上部電極１６４は、下部電極１６２から第１方向に所定距離離して形成される。ここで
、接続部１６６は、下部電極１６２及び上部電極１６４の間に形成され、下部電極１６２
及び上部電極１６４を電気的に接続させる。
【００４４】
　上部電極１６４は、メイン本体部１６４ａ及び電場制御部１６４ｂを含む。メイン本体
部１６４ａは、接続部１６６を通じて下部電極１６２と電気的に接続される。メイン本体
部１６４ａは、長方形の平面形状を有することが望ましい。
【００４５】
　電場制御部１６４ｂは、メイン本体部１６４ａのうち、第２方向への両端から第２方向
及び第２方向の反対方向に拡張されて形成される。電場制御部１６４ｂは、三角形の平面
形状を有し、望ましくは二等辺三角形の形状を有する。
【００４６】
　下部電極１６２及び上部電極１６４のメイン本体部１６４ａは、長方形の角の部分が除
去されることにより、角切開部１６８が形成される。角切開部１６８は、第１方向または
第２方向に対して所定の角度に傾くように形成される。角切開部１６８は、望ましくは第
１方向及び第２方向に対して４５°傾くように形成される。
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【００４７】
　図５は、図１の単位画素のうち、共通電極のみを示した平面図である。
【００４８】
　図５を参照すると、第２基板２００は、下部ドメイン分割部２５２及び上部ドメイン分
割部２５４を更に含む。本実施形態における下部及び上部ドメイン分割部（２５２、２５
４）は、共通電極２５０の一部がエッチングされて形成された開口部である。しかし、こ
れと異なり、下部及び上部ドメイン分割部（２５２、２５４）は、共通電極２５０の一部
の上に所定の高さに突出された突起部であってもよい。
【００４９】
　具体的に説明すると、下部ドメイン分割部２５２は、下部電極１６２と対応する位置に
第１方向に伸びて形成される。望ましくは、下部ドメイン分割部２５２は下部電極１６２
の中心を通るように第１方向に伸びて形成される。下部ドメイン分割部２５２の両側は、
第１方向に対して、相互対称である台形の形状を有してもよく、下部ドメイン分割部２５
２の中央の部分は三角形の形状になるように第２方向及び第２方向と反対方向に凹んだ形
状を有してもよい。
【００５０】
　一方、上部ドメイン分割部２５４は、上部電極１６４と対応する位置に第２方向に伸び
て形成される。望ましくは、上部ドメイン分割部２５４は、上部電極１６４の中心を通る
ように第２方向に伸びて形成される。上部ドメイン分割部２５４の両側の端は、第１方向
に対して、台形の相互対称の形状を有してもよく、上部ドメイン分割部２５４の中央の部
分は三角形の形状になるように第１方向及び第１方向と反対方向に凹んだ形状を有するこ
とができる。
【００５１】
　図６は、図１のＡ部分を拡大して示した平面図である。
【００５２】
　図６を参照すると、電場制御部１６４ｃは、上部ドメイン分割部２５４の中心線に対し
て対称である二等辺三角形の形状を有する。電場制御部１６４ｃは、上部ドメイン分割部
２５４の両側の端部と重なるように形成されることが望ましい。
【００５３】
　電場制御部１６４ｃの両側面とメイン本体部１６４ａの両端面がなす角度θは２°～２
２．５°の範囲であること望ましい。すなわち、電場制御部１６４ｃが、メイン本体部１
６４ａの両端と接する底面と前記底面と連結された両側面により構成されるとしたときに
、前記底面と前記両側面がなす角度θは２°～２２．５°の範囲であること望ましい。こ
こで、角度θは前記範囲内で大きい値を有することがさらに望ましい。
【００５４】
　一方、上部ドメイン分割部２５４は、ストレージ配線（ＳＬ）の一部と対応する位置に
形成することが望ましい。具体的に説明すると、各単位画素内に形成されたストレージ配
線（ＳＬ）のうち、第２方向と平行な部分の配線と上部ドメイン分割部２５４は相互に対
応する位置に形成されることが望ましい。
【００５５】
　本実施形態のように、二等辺三角形の形状を有する電場制御部１６４ｃがメイン本体部
１６４ａの両端に形成されることによって、メイン本体部１６４ａの両端に形成される電
場の方向を制御することができる。
【００５６】
　具体的に説明すると、従来の上部電極１６４は長方形の形状を有するメイン本体部１６
４ａのみで構成されていたので、メイン本体部１６４ａの両端に形成される電場が第１方
向または第２方向に対して４５°傾いた角度に形成された。それによって、メイン本体部
１６４ａの両端と対応する液晶層３００内の液晶が前記角度に配列されることによって、
前記単位画素の一部に暗部を発生させた。すなわち、液晶層３００内の液晶が第１方向ま
たは第２方向に対して４５°傾いた角度に形成される場合、外部から発生した光は表示パ
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ネルの下部及び上部に配置された偏光板が透過されないことによって、前記単位画素の一
部に光が透過されない暗部が発生していた。
【００５７】
　しかし、本実施形態のように、電場制御部１６４ｃがメイン本体部１６４ａの両端に形
成されることによって、メイン本体部１６４ａの両端に形成される電場が第１方向または
第２方向に対して４５°傾いた方向に配列されないように制御することができる。その結
果、メイン本体部１６４ａの両端と対応する液晶層３００内の液晶が第１方向または第２
方向に対して４５°傾いた方向に配列されないことによって、単位画素の一部に暗部が発
生することを防止することができる。
【００５８】
　本実施形態のように電場制御部１６４ｃがメイン本体部１６４ａの両端に形成されるこ
とにより、従来に比べて全体的に約５％輝度が向上する。
＜第２実施形態＞
　図７は、本発明の第２実施形態に係る表示パネルの単位画素の一部を示した平面図であ
る。本実施形態による表示パネルは、電場制御部を除き、前述した第１実施形態による表
示パネルと同様な構成を有するので、重複となる説明は省略し、同一の構成要素に対して
は同一の参照符号及び名称を付した。
【００５９】
　図７を参照すると、本実施形態による電場制御部１６４ｄはメイン本体部１６４ａの両
端から第２方向に沿って外側に拡張された形状を有する。具体的には、電場制御部１６４
ｄは、半楕円の平面形状を有し、望ましくは、上部ドメイン分割部２５４の中心線に対し
て対称である半楕円の形状を有する。電場制御部１６４ｄは、上部ドメイン分割部２５４
の両側の端と重なるように形成されることが望ましい。
【００６０】
　ここで、電場制御部１６４ｄが、メイン本体部１６４ａの両端と接する底面と前記底面
の両端と連結された側面で構成されるとしたときに、前記底面と前記側面とがなす角度θ
は２°～２２．５°の範囲を有することが望ましい。
＜第３実施形態＞
　図８は本発明の第３実施形態に係る表示パネルの単位画素のうちの一部を示した平面図
である。本実施形態による表示パネルは、電場制御部を除き、前述した第１実施形態によ
る表示パネルと同様な構成を有するので、重複となる説明は省略し、同一の構成要素に対
しては同一の参照符号及び名称を付した。
【００６１】
　図８を参照すると、本実施形態による電場制御部１６４ｅは、メイン本体部１６４ａの
両端から第２方向に沿って外側に拡張された形状を有する。具体的には、電場制御部１６
４ｅは、台形の平面形状を有し、望ましくは、上部ドメイン分割部２５４の中心線に対し
て対称となる台形の形状を有する。電場制御部１６４ｅは、上部ドメイン分割部２５４の
両側の端部と重なるように形成することが望ましい。
【００６２】
　ここで、電場制御部１６４ｅがメイン本体部１６４ａの両端と接する底面と、前記底面
の両端と連結された両側面と、前記底面と対向し前記両側面と連結された上面で構成され
るとしたときに、前記底面と前記両側面とがなす角度θは２°～２２．５°の範囲を有す
ることが望ましい。また、前記上面の長さは、電場制御部１６４ｅが上部ドメイン分割部
２５４の両端を覆うことができるように、ドメイン分割部２５４の幅と同一であるか分割
部２５４より大きいことが望ましい。
＜第４実施形態＞
　図９は、本発明の第４実施例に係る表示パネルの単位画素の一部を示す平面図である。
本実施形態による表示パネルは、電場制御部を除き、前述した第１実施形態による表示パ
ネルと同様な構成を有するので、重複となる説明は省略し、同一の構成要素に対しては同
一の参照符号及び名称を付した。
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【００６３】
　図９を参照すると、本実施形態による電場制御部１６４ｆは、メイン本体部１６４ａの
両端から第２方向に沿って内側に凹んだ溝である。例えば、電場制御部１６４ｆは、平面
的に見たときに、三角形の平面形状を有するように凹んだ溝である。ここで、前記溝は、
上部ドメイン分割部２５４の中心線に対して対称である二等辺三角形の形状を有すること
が望ましい。ただし、これとは異なり、電場制御部１６４ｆは台形の形状を有するように
凹んだ溝であるか、もしくは半楕円の形状を有するように凹んだ溝であってもよい。
【００６４】
　ここで、電場制御部１６４ｆは、上部ドメイン分割部２５４の両側の端部と重なるよう
に形成されることが望ましい。メイン本体部１６４ａの両端と電場制御部１６４ｆの側部
となす角度θは、２°～２２．５°の範囲を有しうる。
＜第５実施形態＞
　図１０は、本発明の第５実施例による表示パネルの単位画素の一部を示す平面図である
。本実施形態による表示パネルは、電場制御部を除き、前述した第１実施形態の表示パネ
ルと同様な構成を有するので、重複となる説明は省略し、同一の構成要素に対しては同一
の参照符号及び名称を付した。
【００６５】
　図１０を参照すると、本実施形態による電場制御部１６４ｇは、メイン本体部１６４ａ
の両端から第２方向に沿って内側に凹んだ形状を有する。具体的には、電場制御部１６４
ｇは、平面的に見たとき、直角三角形の平面形状を有するように凹んでいる。
【００６６】
　ここで、電場制御部１６４ｇは、上部ドメイン分割部２５４の両側の端部と重なるよう
に形成されることが望ましい。メイン本体部１６４ａの両端と電場制御部１６４ａの側部
とがなす角度θは２°～２２．５°の範囲を有しうる。
＜第６実施形態＞
　図１１は、本発明の第６実施形態に係る表示パネルの単位画素の一部を示す平面図であ
る。本実施形態による表示パネルは、電場制御部を除き、前述した第１実施形態の表示パ
ネルと同様な構成を有するので、重複となる説明は省略し、同一の構成要素に対しては同
一の参照符号及び名称を付した。
【００６７】
　図１１を参照すると、本実施形態による電場制御部１６４ｈは、メイン本体部１６４ａ
の両端から第２方向に沿って外側に拡張された形状を有する。具体的には、電場制御部１
６４ｈは、平面的に見たとき、直角三角形の平面形状を有する。ここで、電場制御部１６
４ｈは上部ドメイン分割部２５４の両側のエッジと重なるように形成されることが望まし
い。また、前記直角三角形の鋭角θは２°～２２．５°の範囲であることが望ましい。
＜第７実施形態＞
　図１２は、本発明の第７実施形態に係る表示パネルの単位画素を示す平面図である。本
実施形態による表示パネルは、上部電極及び上部ドメイン分割部を除き、前述した第１実
施形態の表示パネルと同一の構成を有するので、重複となる説明は省略し、同一の構成に
対しては同一の参照符号及び名称を付した。
【００６８】
 図１２を参照すると、本実施形態による上部電極１６４はメイン本体部１６４ａ及び電
場制御部１６４ｂを含む。
【００６９】
　メイン本体部１６５ａは、第１メイン本体１６５ａ－１、第２メイン本体１６５ａ－２
及び連結本体１６５ａ－３を含む。
【００７０】
　第１メイン本体１６５ａ－１は、長方形の平面形状を有し、接続部１６６によって下部
電極１６２と電気的に接続される。
【００７１】
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　第２メイン本体１６５ａ－２は、第１メイン本体１６５ａ－１から第１方向に所定距離
に離れた位置に形成される。第１メイン本体１６５ａ－１は、長方形の平面形状を有する
。
【００７２】
　連結本体１６５ａ－３は、第１及び第２メイン本体（１６５ａ－１、１６５ａ－２）の
間に形成され、第１及び第２メイン本体（１６５ａ－１、１６５ａ－２）を相互に連結さ
せる。
【００７３】
　電場制御部１６４ｂは、メイン本体部１６４ａのうち、第２方向に沿って両端に形成さ
れ、前記両端に形成される電場の方向を制御する。具体的には、電場制御部１６４ｂは、
第１及び第２メイン本体（１６５ａ－１、１６５ａ－２）それぞれの両端に形成される。
【００７４】
　電場制御部１６４ｂは、第１及び第２メイン本体（１６５ａ－１、１６５ａ－２）それ
ぞれの両端から第２方向に沿って外側に拡張された形状を有することができる。電場制御
部１６４ｂは、平面的に見たとき、二等辺三角形、直角三角形といった三角形の形状、台
形の形状、半楕円形状などの平面形状を有することができる。図１２では、例として、電
場制御部１６４ｂが二等辺三角形を有する場合を示した。
【００７５】
　ただし、これとは異なり、電場制御部１６４ｂは、第１及び第２メイン本体（１６５ａ
－１、１６５ａ－２）それぞれの両端から第２方向に沿って内側に凹んだ形状を有しうる
。ここで、凹んだ形状は平面的に見たとき、三角形、半楕円、台形の平面形状でありうる
。
【００７６】
　上部ドメイン分割部２５４は、第１上部ドメイン分割部２５４ａ及び第２上部ドメイン
分割部２５４ｂを含む。
【００７７】
　第１上部ドメイン分割部２５４ａは、第１メイン本体１６５ａ－１と対応する位置に第
２方向に沿って形成される。望ましくは、第１上部ドメイン分割部２５４ａは、第１メイ
ン本体（１６５ａ－１）の中心を通るように第２方向に沿って形成される。
【００７８】
　第２上部ドメイン分割部２５４ｂは、第２メイン本体１６５ａ－２と対応する位置に第
２方向に沿って形成される。望ましくは、第２上部ドメイン分割部２５４ｂは、第２メイ
ン本体１６５ａ－２の中心を通るように第２方向に沿って形成される。
【００７９】
　第１及び第２上部ドメイン分割部（２５４ａ、２５４ｂ）の両側の端部は相互に対称で
ある台形の形状を有することができ、第１及び第２上部ドメイン分割部（２５４ａ、２５
４ｂ）の中央は三角形の形状になるように第１方向及び第１方向の反対方向に凹んだ形状
を有することができる。
＜第８実施形態＞
　図１３は、本発明の第８実施形態に係る表示パネルの単位画素を示す平面図であり、図
１４は、単位画素のうち、画素電極のみを示す平面図である。本実施形態による表示パネ
ルは、画素電極を除き、前述した第１実施形態の表示パネルと同様の構成を有するので、
重複となる説明は省略し、同一の構成に対しては同一の参照符号及び名称を付した。
【００８０】
　図１３及び図１４を参照すると、本実施形態による画素電極１６０は、下部電極１６２
、上部電極１６４、及び接続部１６６を含む。
【００８１】
　下部電極１６２は、ゲート配線（ＧＬ）から第１方向に離して形成される。下部電極１
６２はコンタクトホール１５２を通じて薄膜トランジスタ１３０のドレイン電極と電気的
に接続される。
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【００８２】
　下部電極１６２は、下部メイン本体部１６２ａ及び下部電場制御部１６２ｂを含む。下
部メイン本体部１６２ａは、実質的に長方形の平面形状を有することが望ましい。
【００８３】
　下部電場制御部１６２ｂは、下部メイン本体部１６２ａのうち、第１方向に沿った両端
から第１方向及び第１方向の反対方向に拡張されて形成される。下部電場制御部１６２ｂ
は、三角形の平面形状を有し、望ましくは二等辺三角形の形状を有する。ただし、これと
は異なり、下部電場制御部１６２ｂは、直角三角形、台形の形状、半楕円形状といった平
面形状を有しうる。また、下部電場制御部１６２ｂは下部メイン本体部１６２ａのうち、
第１方向への両端から内側に凹んだ形状を有することができ、ここで前記凹んだ形状は、
二等辺三角形、直角三角形、台形の形状、半楕円形状といった平面形状であることが望ま
しい。
【００８４】
　上部電極１６４は、下部電極１６２から第１方向に所定距離に離して形成される。ここ
で、接続部１６６は、下部電極１６２と上部電極１６４との間に形成され、下部電極１６
２と上部電極１６４とを電気的に接続させる。
【００８５】
　上部電極１６４は、上部メイン本体部１６４ａ及び上部電場制御部１６４ｂを含む。上
部メイン本体部１６４ａは、接続部１６６を通じて下部電極１６２と電気的に接続される
。上部メイン本体部１６４ａは、長方形の平面形状を有することが望ましい。
【００８６】
　上部電場制御部１６４ｂは、上部メイン本体部１６４ａのうち、第２方向に沿った両端
から第２方向及び第２方向の反対方向に拡張されて形成される。上部電場制御部１６４ｂ
は、三角形の平面形状を有し、望ましくは二等辺三角形の形状を有する。ただし、これと
は異なり、上部電場制御部１６４ｂは、直角三角形、台形、半楕円といった平面形状を有
することができる。また、上部電場制御部１６４ｂは、上部メイン本体部１６４ａのうち
、第２方向に沿った両端から内側に凹んだ形状を有することもできる。ここで、前記凹ん
だ形状は、二等辺三角形、直角三角形、台形、半楕円といった平面形状であることが望ま
しい。
【００８７】
　下部メイン本体部１６２ａ及び上部メイン本体部１６４ａは、それぞれ長方形の角が除
去され、第１方向または第２方向に対して所定の角度を有するように形成された角切開部
１６８が形成される。角切開部１６８は、望ましくは第１方向または第２方向に対して４
５°の角度を有するように形成される。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】本発明の第１実施形態による表示パネルの単位画素を示した平面図である。
【図２】図１のＩ－Ｉ’沿って見た断面図である。
【図３】図１のＩＩ－ＩＩ’に沿って見た断面図である。
【図４】図１の単位画素のうち、画素電極のみを示す平面図である。
【図５】図１の単位画素のうち、共通電極のみを示す平面図である。
【図６】図１のＡ部分を拡大して示す平面図である。
【図７】本発明の第２実施形態による表示パネルの単位画素の一部を示す平面図である。
【図８】本発明の第３実施形態による表示パネルの単位画素の一部を示す平面図である。
【図９】本発明の第４実施形態による表示パネルの単位画素の一部を示す平面図である。
【図１０】本発明の第５実施形態による表示パネルの単位画素の一部を示す平面図である
。
【図１１】本発明の第６実施形態による表示パネルの単位画素の一部を示す平面図である
。
【図１２】本発明の第７実施形態による表示パネルの単位画素を示す平面図である。
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【図１３】本発明の第８実施形態による表示パネルの単位画素を示す平面図である。
【図１４】図１３の単位画素のうち、画素電極のみを示す平面図である。
【符号の説明】
【００８９】
　　１００　　第１基板、
　　１１０　　第１透明基板、
　　１２０　　ゲート絶縁膜、
　　１３０　　薄膜トランジスタ、
　　１４０　　保護膜、
　　１５０　　有機絶縁膜、
　　１６０　　画素電極、
　　１６２　　下部電極、
　　１６４　　上部電極、
　　１６４ａ　　メイン本体部、
　　１６４ｂ、１６４ｃ、１６４ｄ、１６４ｅ、１６４ｆ、１６４ｇ、１６４ｈ　　電場
制御部、
　　１６６　　接続部、
　　１６８　　角除去部、
　　２００　　第２基板、
　　２１０　　第２透明基板、
　　２２０　　遮光版、
　　２３０　　カラーフィルタ、
　　２４０　　平坦化膜、
　　２５０　　共通電極、
　　２５２　　下部ドメイン分割部、
　　２５４　　上部ドメイン分割部、
　　３００　　液晶層。
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